
  
 

学校だより第９号 
令和７年１０月１０日 

武雄市立橘小学校 
   校長 坂井 文明  

 
― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

 学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆チーム担任制 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育・学びのＤＸ化の推進  ☆コミュニティ・スクールの導入促進  

 

 

 
 
９月13日（土）に「ふれあい道徳」授業参観及び創立150周年記念式典を行いました。「ふれあい道徳」

授業参観では、全学年道徳の授業を公開しました。「だれに対しても分け隔てなく、公正・公平な態度で接
すること」や「働くことの大切さを知り、進んでみんなのために働くこと」等、学校生活や社会で大切なこ
とについて学びました。創立150周年記念式典では、馬場実行委員長や学校長の挨拶や小松武雄市長、松尾
教育長の来賓の挨拶があり、６年生田さんの児童代表のことばがありました。生田さんは、橘小学校の伝統
と歴史を引き継いでいくことを誓いました。その後、アトラクションとして、60周年を迎える児童による鼓
笛演奏がありました。「威風堂々」「敬礼」「第二校歌」のそろ
った迫力ある見事な演奏に、体育館も感動の渦に巻き込まれまし
た。式典第２部は、白石中学校教諭 山口 良弥先生による「山
口 良吾、良忠が大切にしたものは」の記念講演でした。山口 
良弥先生は、戦後の食糧難の時代に闇米を拒み続けて、３３歳と
いう若さで亡くなられた元東京地方裁判所 山口 良忠判事の甥
っ子で、アメリカのヘレン＝パーカスと女史によるドルトン＝プ
ランを日本で先駆けて橘小学校に導入された第８代橘小学校校長 
山口 良吾先生の孫になられます。以前、武雄中学校にもお勤め
だったので、ご存じの方も多いと思います。当日は、晴れのち雨
の天気でしたが、暑い中での開催となりました。来賓の皆様、地
域の皆様、そして、児童・保護者の皆様を含めて３３３名の参加
があり、大盛会で幕を閉じました。事前より、協賛金のご協力、
式典開催へのご協力誠にありがとうございました。 

 
 
９月28日（日）に第１９回橘町民スポーツ大会・橘小学校運動会が開催されました。あいにくの微妙な天

気で、競技を短縮しての開催となりましたが、地域と共にある学校、社会に開かれた教育をめざす橘小学校
にとって、合同で開催できたことを大変嬉しく思いました。橘町
民スポーツ大会の目的に「融和」という言葉が、橘小学校運動会
の目的に、「人とのかかわりを深め、集団意識を高める。」とあ
りました。同じ目的である「かかわり」「協力」を大切にし、思
い出に残る運動会にしたいと考えていました。運動会のめあて「
一生懸命力を合わせ、笑顔いっぱいの運動会」にするために、赤
白ともに友達同士励まし合ったり、支え合ったり、教え合ったり
できたと思います。「徒競走」は、一人一人が頑張る姿をしっか
りと見せてくれました。団体競技では、みんなが力を合わせて頑
張る姿を見せてくれました。そして、応援合戦では、５・６年生
のリーダーを中心に、工夫を凝らしながら、練習に励んできまし
た。各団とも、その成果が表れていました。 各係もそれぞれに
自分の役目を果たすことができました。保護者の皆様、地域の皆
様、数々のご協力・ご支援誠にありがとうございました。そして
児童の皆さん、よく頑張りました。 

 
 
 
 


